
 

国土強靱化 民間の取組事例 363  被災者等の支援 

地域を守る！ ▶被災者等の支援 20災害時に支援する 

363 地域を守る建設業を育てる「 地域防災リーダー研修会」 

取組主体【掲載年】 法人番号 事業者の種類【業種】 実施地域 

一般社団法人旭川建設業協会 
【平成 28年】 

9450005003738 インフラ関連事業者 
【建設業】 

北海道 

1 取組の概要 

  一般社団法人旭川建設業協会は、平成 25 年 2 月

23 日、旭川市近郊で想定される十勝岳の噴火や河

川の氾濫等の大規模災害が発生した場合等、行政機

関との連絡が途絶えてしまった状況を想定し、地域

を守るための知識を身に付けるとともに、常時から

の心構えを準備することを目的として「 第１回地域

防災リーダー研修会」を開催した。 

 

 

2 取組の特徴（特色、はじめたきっかけ、狙い、工夫した点、苦労した点） 

 地域防災リーダーを育成する 

 同協会は、正会員数67社、従業員数2,353 名、その他に準会員69社で構成され、東日本大震

災をきっかけに、自然災害から地域を守るため、地域と建設業の交流促進を目指し、地域防災リ

ーダー研修を行い（４回開催し、約 180 名が参加）、人材育成と防災意識啓発を行っている。 

 毎回、会員企業より20名、地域住民「（町内会）から20名が参加、過去の災害から地域防災教

訓を学ぶ講義や、大規模水害を想定したイメージ訓練、避難所運営訓練等を実施し、参加者には

修了証書を授与している。 

 

▲地域防災リーダー研修会の様子 

▲災害図上訓練の様子 ▲修了証書授与 
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幅広い協力体制を構築 

 同協会では、従来から会員企業との中で、 災害応急対策業務連絡網」を構築していたが、平成

27 年は地元以外の建設業協会にも派遣要請ができる協定を上川管内の 23 市町村と締結し、幅

広い連携体制を構築している。 

 

3 取組の平時における利活用の状況 

  参加企業の防災知識の向上により、参加企業に勤務する社員たちが自ら判断し行動するという

人材教育につながっている。 

 

4 取組の国土強靱化の推進への効果 

  避難所運営ゲーム(HUG)では避難所の設営・運営時の知識向上につながっている。 

 同取組を通じ、地域の建設業者の防災意識の向上に貢献しており、災害対策マニュアル作成の

動機付けとなっている。 

 

5 防災・減災以外の効果 

  災害イメージ訓練(DIG)では非常時における行動確認を行うと共に、地域と建設業の交流促進

にも一役かっている。研修参加を広く募ることで、社会貢献活動を通して、建設業のイメージ向

上につなげている。 

 

6 現状の課題・今後の展開など 

  復旧活動を行う際には、建設業と地域住民「（町内会）との協働による取組が必須である。このた

め、研修会に地元の人々の参加をどう増やしていくかが課題である。たとえば、現状は 9 時か

ら 5時までとなっている研修会を、より時間を短くしていくなど、参加者の意見も踏まえつつ、

内容の検討を進めていく方向となっている。 

 平成25年 2月に旭川市で第一回を開催以降、士別市、富良野市と毎年開催し平成28年には再

び旭川市で行った。今後も同研修会は継続的に開催される。 

 

7 周囲の声 

  民間団体である協会が主導した研修会となっており、災害図上訓練では地元の方から地域にお

ける危険箇所の確認を行うことで、ハザードマップに記載のない箇所についても意見交換され

た。各社の災害対策マニュアル作成の動機付けにつながる研修会だったと思う。（消防関係研究

機関） 

 


